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那覇市立小禄中学校

学校教育目標

うるわしい心を持つ生徒

自ら学び考え行動する生徒

健康で自他の生命を尊重する生徒

勤労を尊び自ら進んで働く生徒

１．研究主題等



沖縄県

長寿県

運動不足

食文化の変容

肥満県 330ｼｮｯｸ!

１．研究主題等



沖縄県の児童生徒

体育授業以外に運動をしない生徒の
割合が全国と比較して高い

「平成26年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（文部科学省）」

運動の二極化
一週間の総運動時間は全国平均と同程度
「平成26年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（文部科学省）」

１．研究主題等

時間 空間 仲間 獲得機会の減少



本校生徒の現状

本県と同様の課題を抱えている

保健体育の授業が好き

保健体育の授業が理解できる

体を動かすことが好き

１．研究主題等



研究主題及び設定理由
１．研究主題等

時間 空間 仲間

生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育成

健康の保持増進のための実践力の育成

思考力・判断力等を育成を図る

心と体を一体としてとらえる保健体育学習の充実

一層理解が
深まる

より意欲が
高まる



研究体制
１．研究主題等

校長・教頭・研究主任
養護教諭・保健体育科

研究推進チーム

那覇地区
中学校

体育研究会

沖縄県
教育庁

保健体育課
大学教員



研究内容
２．研究内容及び
具体的な研究活動

研究課題

運動を合理的に実践するため、運動の技能や知識を活用する
などの思考力・判断力を育成するための指導や評価方法等の
工夫改善についての研究

個人生活における健康課題を把握し、その解決を目指して
具体的に考え、判断し、それらを表現する力の育成を目指
して、「知識を活用する学習活動を取り入れる指導方法の
工夫」のための具体的な指導方法等の研究開発

体育分野

保健分野



研究内容
２．研究内容及び
具体的な研究活動

思考･判断の指導内容

●課題に応じた運動の取り組み方の工夫【第１･２学年】
●自己の課題に応じた運動の取り組み方の工夫【第３学年】

他者との学び合いを通して言語活動の充実を図る

体育分野

保健分野

課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などによ
り、科学的に考え、判断し、それらを表すこと



具体的な研究活動
２．研究内容及び
具体的な研究活動

体育分野

・運動課題の解決に向けたポイントを明確にする

・仲間と運動課題やよい動きについて指摘し合う

・互いに教え合う（学び合い）

コミュニケーションを図る学習活動を充実する



具体的な研究活動
２．研究内容及び
具体的な研究活動

体育分野

得意な生徒
（部活生）

不得意な
生徒

運動の技能や知識を活用する場面

●運動の技能のポイントを明確にしたフォームチェックシートの作成

●思考・判断等の学習過程が分かるワークシートの作成



具体的な研究活動
２．研究内容及び
具体的な研究活動

保健分野

・個人生活における健康・安全に関する課題や解決
の方法を見付けたり、選んだりするなどの活動の
充実

・健康に関する概念や原則を基に，自分たちの生活
や事例と比較したり、関係を見付けたりしたこと
について、筋道を立てて説明する活動の充実



具体的な研究活動
２．研究内容及び
具体的な研究活動

保健分野

話し合う学習場面の設定

生徒

生徒

生徒

手立てが必要

よりよい課題解決
の方法を考える

●学習した知識を活用して課題解決に向けて取り組むことができる教材等の工夫

●思考・判断等の過程が分かるワークシートの工夫



成果
３．成果と課題

運動課題の解決を図る場面に
おいて、フォームチェックシート
を取り入れることで、解決する運
動のポイントが明確となり、仲間
と運動課題やよい動きについて指
摘し合う、互いのよさを認め合う
などのコミュニケーションを図る
活動が充実した。



■学習課題■
３歩のインターバルでリズミ
カルに走るためのポイントを
見付ける！

実践例
３．成果と課題

体育分野

陸上競技【ハードル走】

第２学年



３．成果と課題

ハードル走フォームチェックシート



３．成果と課題

フォームチェックシートの活用

課題を明確
にする



３．成果と課題

フォームチェックシートの活用

課題を明確
にする

練習を選ぶ



３．成果と課題

フォームチェックシートの活用

課題を明確
にする

練習を選ぶ

互いの運動
課題について
指摘し合う



■学習課題■
仲間のよい動きを指摘する
ことができる！

実践例
３．成果と課題

体育分野

器械運動【マット運動】

第１学年



３．成果と課題

マット運動フォームチェックシート



３．成果と課題

フォームチェックシートの活用

技を選ぶ 課題解決に向
けた取り組み

仲間のよい動
きを指摘し合う

基本的な技を組み合わせながら滑らかに行う学習活動



成果
○よりよい課題解決の方法を考えるための指導方法

３．成果と課題

自分の意見

グループでの意見交流

新たな知識の獲得

自分の考えを修正する

理由や根拠が新たに追加、考えが変化



実践例
保健分野

傷害の防止【応急手当】

学習したことを自分たちの生活
や事例と比較したり、関係を見
付けたりするなどして、筋道を
立ててそれらを説明する

第２学年

３．成果と課題



３．成果と課題

自分の意見

グループでの意見交流

新たな知識の獲得

自分の考えを修正する

学習した知識を活用して、事例と比較して考え筋道
を立てて説明する学習活動

死戦期呼吸



成果
３．成果と課題

生徒が思考したこと、判断したことなどの
活動を評価する資料としてワークシートの
工夫が求められる。

体育分野

仲間のよい動
きを指摘し合う

互いの運動
課題について
指摘し合う

付せん紙
素早く
考えを広げた
り、
深めたりする
ことができた



３．成果と課題
保健分野

はじめの考え

グループで考えたこと

修正した考え
【評価】

前時の学習

新たな知識

学習者が活動を振り返ることができた

新たな知識



課題
３．成果と課題

●フォームチェックシートについて

●グループ編成について

●指導方法やワークシートの工夫

●評価について

体育分野

保健分野体育分野



研究２年目へ向けての取組

３．成果と課題

「心と体を一体としてとらえる」と
いう研究主題により迫るため、体つ
くり運動と心の健康、水泳と応急手
当等の指導の充実により、体育分野
と保健分野との密接な関連をもたせ
る指導方法等を工夫し、よりよい研
究の成果に結びつけたい。


